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l はじめに
1.研究の視点
寺社建築が建立されたり修理される経緯は､残された
棟札等によって年代をはじめ工事の内容､関係者あるい
はかかった費用などを知ることが出来るが､それらの資
料は建設行為自体とかすかな周辺状況を示すもので､お
のずと限界が存在する｡また､修理や建替えは基本的に
建造物の物理的な疲労によって周期的におこなわれる｡
例えば文化財建造物の保存修理事業においては､屋根の
葺替えや根本修理の周期を念頭に置いて建物の建立経過
を想定するのが建物調査の基本である｡
しかし､物理的な老朽化だけではなく何らかの宗教的､
地域社会的契機などによって修復や建替えがおこなわれ
たことも多くある｡例えば真宗寺院において宝暦期(175
1-1764)に親鷲上人五百回忌を契機に各地の本堂が改修
された例や､遡れば慶長期(1596-1615)や寛永期(1624
-1644)に時の権力者によって大寺社の建立や修復がお
こなわれたことは広く知られている(注1)｡同様に地域
の村落の寺社においても､造営や修復が物理的な理由以
外によっておこなわれたこともあったと思われ､それら
の理由を考えることは地域社会構造を考える上で重要で
あろう｡さらに､建立に際しその施工者である大工棟梁
の決定過程も一様ではなく､地域社会において重要な建
物の造営になるほど曲折があったと思われ､その経緯を
たどることによって地域社会と神社の関係が見えてくる
と思われる｡
こうした視点から､本論は周辺資料を参考に近世にお
ける神社の社殿が､村落共同体内のいかなる事由によっ
て建設行為の契機となり､また維持されてきたかを近江
国の二つの例をもとに考察したものである｡ひとつは野
(1)
洲郡の長嶋神社を中心とする近世雨乞記録をもとに､神
事と地域社会の結びっさを考察したものである｡雨乞は
明治期の例であるが村の経済の三分の一が充てられた例
があるはど村落社会において重要な行事であり(注2)､
それと社殿の造営が関わっていた事例の考察である｡今
ひとっは甲賀郡矢川神社の本殿建替に際して､施工者決
定までの騒動について､地域社会がどの様にかかわった
のかを考察したものである｡
2.先行研究
村落社会と神社の関係についての先行研究は､造営費
用の調達に関しては河上信行氏の論文がある(注3)｡武
蔵国多摩地方の神社建立に際しての費用負担について､
名主の役割や造営の主体について庄屋文書を中心に考察
している.他に佐藤正彦氏の近世の富敦利用(注4)や藤
沢彰氏の商業資本による造営の研究がある(注5)｡また
吉滞政己氏の木寄帳による大工と現存建物の比較研究を
おこなったものもある(注6)｡
しかし､いずれもいかに建築したかという視点であっ
て､建立ま.での経緯についての視点ではない｡本論は生
活文化史的な立場に立ち､村落内での神社造営までの経
緯と維持管理方法に主眼をおいている｡
日 長嶋神社における雨乞神事と社殿造営
1.長嶋神社の歴史と建築
長嶋神社は滋賀県野洲郡野洲町長島にあり､もとは燐
村の大篠原にある牛頭天王社(現在の大笹原神社)を総社
とする玉造三ケ村に属していた｡神社の創立は､嘉禄年
中(1225-1227)に大和国宇陀郡に鎮座する宇太水分神社
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より大笹原神社に勧請されたと伝える(大篠原神社蔵の
社伝)｡その後､応安年中(1368-1370)に20町離れた荒
河原で､当時は上高木と呼ばれていた現在の位置に移し
たものという｡また､社頑経費は玉造三ケ村で均等に負
担していたことが社伝に記されている｡境内は長島村集
落の南東端に位置し､元文3年(1738)建立の本殿と境内
社春日神社本殿(18世紀中頃)が並び建ち(図1)､その正
面に拝殿と鳥居が配されている｡
図1 長嶋神社本殿全景
2.『年代記式目』の概要
『年代記式目』(大笹原神社蔵)は表紙に同表題があり
藤原行吉なる人名が記されている(図2)｡表紙裏には
｢牛頭天王寓事覚神主山川左京､長嶋大明神寓事覚神主
(2)
図2 『年代記式目』
山川行吉也｣とあり､牛頭天王社､長嶋神社の寓事の控
を山川氏を名乗る二名の神主が記したことが判る｡山川
氏は大笹原神社本殿の応永21年(1414)棟札にも神主代と
して見え､古来より神職を務めていた家系であった｡左
京 ･行吉2名の神主の関係は明記されていないが､この
ような記録を残し両社の関係の深さを考えると､血縁関
係であった可能性が高い｡
『年代記式目』が書かれた年代は､慶安3年(1650)か
ら天保2年(1831)までで､裏表紙は明治23年(1890)に神
社取締所から大笹原神社世話係4名へ引渡した受書にな
っている｡頁数は230頁余りに及び､内容は天変地異や
都の事件もあるが､その大半は雨乞とその返礼について
記載したもので､江戸時代前期から幕末までの雨乞の変
化とその返礼の変化を如実に読取ることが出来る｡なお
享保16年(1730)から宝暦9年(1759)までの29年間は記載
がないが､途中の中断期間中にも社殿の造営 ･修理はお
こなわれていた(注7)｡
本論はこの 『年代記式目』において､長嶋神社でおこ
なわれた雨乞神事とその返礼としての社殿造営の記事に
注目し､近世における村落と神社の造営 ･維持管理とそ
の費用負担の変化を考察するものである｡
なお､今回考察の範囲は 『神道体系二十三近江国』に
紹介されている慶安3年(1650)から､江戸時代後期の寛
政7年(1795)までの間の動きについておこなう(注8)｡
3.長嶋神社における雨乞神事と社殿の造営 ･稚持管理
『年代記式目』の記載内容を雨乞関係､長嶋神社造営
関係と関連記事に絞って､年代ごとにまとめたものが表
1である｡以下 『年代記式目』と棟札を資料として時代
をほぼ40年ごとの3つに区分して考察をおこなうことと
する｡
第 1期 :慶安3年(1650)～貞享4年(1687)の37年間
第2期 :元禄元年(1688)～享保16年(1730)の42年間
第3期 :宝暦9年(1759)～寛政7年(1795)の36年間
a 第 1期の雨乞と社殿の造営 ･維持管理
『年代記式目』のはじめの記事は慶安3年(1650)2月
21日に ｢神主成仕候､地下へは､天王様二而とり肴二而
酒進上候､もろと衆二は御含､侍衆こも御含､我等所二
而進上候｣と表紙裏にある牛頭天王社と長嶋神社に神主
が就いた祝いの記事である｡
この時期は同年に慶安の御触書が出され､翌4年には
｢近江国知行高辻郷帳｣が完成するなど､近世の支配体
制が安定期にはいった時期とされる(注 9)｡一方､各村
々の間には､まだ中世から郷村的結合も認められ､こう
した下で､『年代記式目』が作成される契機があったも
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のと思われる｡
次の記事では ｢長嶋大明神は大和園宇田郡ヨリ八大瀧
神､嘉禄年中に篠原村へくわんじょういたし雨請かけ､
応安年中長嶋二宮立也｣と､長嶋神社の沿革を述べてい
る｡さらに､玉造郷は現在の大篠原､長島､高木､上屋
(元の上永原､紺屋町)の各村々であったことが､続く記
事より判明する｡それらの村々は屋梯川と光善寺川流域
の村々で､各村落と神社の関係は図3のとおりである
(注10)0
玉造三ケ村
(村落) (神社)
大篠原･･･牛頭天王社
(玉造郷の稔社)
長島---長島神社
高木･･--春日神社
上永原--篠原神社
紺屋町･･･八幡神社
『年代記式目』
-------------1-1--1-1
小堤村--稲荷神社 (一部に牛頭天王杜の氏子)
図3 玉造三ケ村の村落と神社の構成
玉造郷各村の領主は､天正19年(1591)に秀吉が徳川家
康に上京賄領として給した後､近世初頭においては天領
(代官領)であった｡そのため領主の違いによる村々の差
異はあまりない状況であった｡しかし､元禄期以降は大
篠原､長島の2相を除き領主の交替が度々おこなわれた｡
ところで､玉造郷の村々は上述のとおりであるが､玉
造三ケ村といった場合に､具体的に三つの村々がどこで
あるのか不明な点が多い｡しかし､『年代記式目』によ
ると､寛文12年(1672)の雨乞に対する翌13年の ｢かえし｣
として､[紺屋町 ･上永原]､[長嶋 ･高木]､[大篠原(三
ケ村)]の三つのグループがそれぞれ2石6升6斗7台づっ均
等に負担して､神社に8石を奉じた記事がある｡それぞ
れの村々は､図4のとおり隣接しており､三っのグルー
プが玉造郷の三ケ村であった可能性が高いと思われる｡
例えば長嶋神社には､高木神社と同じ春日神社が境内
社として合肥されているが､長島村はかつて上高木村と
呼ばれていた荒河原の土地であった｡境内社の春日神社
が高木村のものを移したとすれば､高木と長島の関係は
親郷 ･枝郷の様な関係であった可能性がある｡
さて､雨乞神事であるが､総社である牛頭天王社や他
の村の神社ではなく､唯一長嶋神社においてのみおこな
われている｡時期は5月から7月にかけてで､第1期に
は平均で3年に1回程度おこなわれている｡雨乞は後世
(3)
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図4 玉造郷の村々の位置
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に比べ簡素で､湯釜を奉納することもあるが､降雨の返
礼としては取りあえず3釜程度奉納し､踊りもおこなわ
れていた(荏ll)｡
一方､雨乞の費用は､最初の雨乞の記事である慶安5
年に ｢長嶋雨こひかゝりは七月九日より(中略)此雨ゆえ
こ玉作三野(村か)と仕｣とあり､玉造三ケ村全体でまか
なったことが判る｡以後も玉造三ケ村で負担されたよう
で､近世にはいっても中世からの玉造郷としてのつなが
りで神事がおこなわれていた｡
雨乞をおこない､願い通り雨があったら返礼(願済)を
おこなうが､それを ｢かえし｣と呼ぶ｡｢かえし｣にお
いて､この時期で最も特徴的な事柄は､表2のとおり慶
安5年から寛文4年にかけて雨乞の ｢かえし｣として長
嶋神社の鳥居､拝殿､本殿の建香を順次おこない､続く
寛文11年には腐朽した鳥居の根継修理をおこなうなど､
雨乞の返礼を通して念入りに長嶋神社の造営と維持修理
をおこなっていることである｡
また､｢かえし｣の費用についても､寛文4年の本殿
建立では ｢右之雨乞のかえしこは､玉作三ケ村として長
嶋大明神御本社奉御建立仕-｣と雨乞神事だけでなく､
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表 1 『年代記式目』における雨乞と長嶋神社の造営 ･修理
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造 営 . 維 持 備考費用分担
施工者 分担村 負担方法
--1
玉作3ケ村
高木源兵衛3人 月19日より28日
玉作3ケ村 3つ割 9月21日湯代12石
紺屋書佐郡門.篠原甚佐衝門.高木孫兵衛
玉作3ケ村内全てに雨があるように再度雨乞をした例
ー チ- -◆一～ i I.仰 ～, 甘 .一誌ー_,: ∴チ三二速了:/∵~p音声 :蒜芦藻琴速 J苧苧J苧蜜碧
玉造3ケ村
玉作3ケ村 3つ割 紺屋上永原.高木長順.大篠原昔2石5斗
=~_I/ 1.1 T ⊥一.:I/-.ーン;.-.-. J■←■一 .`イ常 -.初 .-.L
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雨乞 見場神社の造営.修理
慶安5年 承応2年 鳥居建立
(1652) (1653)
明暦3年 明暦4年 拝殿建立
(1657) (1658)
寛文3年 寛文4年 本殿建立
(1663) (1664)
寛文8年 寛文11年 鳥居修理
(166秒 (1671)
天和2年 天和2年 本殿修理
(1682) (1682)
元禄8年 元禄8年 拝殿格子の新調
(1695) (1695)
元禄13年 元禄13年 鳥居修理
表2 雨乞と長嶋神社の造営･修理の関係
｢かえし｣の社殿造営､修理についても玉造三ケ村共同
でおこなっていることが判る｡
実際にかかった費用の分担の比率についても､降った
宝永2年(1705)に ｢悉割｣とあり､玉造三ケ村として均
等に分担していたのではないかと思われる｡村勢が異な
れば反面不平等とも見られなくもないが､少なくとも村
同士の関係は対等となる｡
中世の例であるが､今堀日吉神社文書に､雨乞費用を
所有する反毎に応じて負担している例がある(注12)｡む
しろこの方が自然で､玉造三ケ村のように均等に負担す
るのは珍しいと思われるが､類似の調査報告が少なく今
後の課題である｡
いずれにしても､この時期は､中世からの玉造三ケ村
として長嶋神社で雨乞神事がおこなわれ､その ｢かえし｣
が雨乞の神社社殿の造営や維持修理のシステムとして機
能していたことが窺がわれる｡
b 第2期の社殿の造営 ･維持管理
元禄期は各村の領主の配置換えなどが全国的におこな
われた所謂 ｢元禄の地方直し｣の時期で､当地でも隣接
する小堤村が代官領､高木村が貞享元年に代官領､上永
原村が元禄11年(1698)に三上藩､紺屋町村は貞享2年(1
685)以降代官領から旗本領と目まぐるしく交替している｡
領主の代わらないのは大篠原村(仁正寺藩)､長島村(旗
本領)だけであった｡
こうした領主の変更が激しくおこなわれた後の時期の
雨乞は､職や ｢ちまやふり(千問屋振)踊り｣がほぼおこ
なわれるようになり形式が定まってきた様に見える｡他
方､宝永6年(1709)にはそれまでの慣習を破り､高木村
自ら善女竜王を勧請して雨乞を独自に始めるという動き
が見られ出す｡そして､享保15年(1729)には高木村の春
日神社自ら雨乞をおこなう事態に至る｡しかし､以後も
必ず高木村が玉造三ケ村から完全に離脱した訳ではなく､
村の事情で雨乞に参加する選択権を持ち出した動きと捉
えることが出来る｡
また､｢そもそも-集落が核としての神社を創建 した
ことは-村独立の宣言をしたことになる｣といわれるが
(注13)､この時期､牛頭天王社の氏子のいる小堤村は､
元禄10年に代官領になって以後､正徳5年(1715)に村の
稲荷神社社殿の屋根葺替修理をおこない､享保5年には
鳥居を新築したうえ､同12年には牛頭天王その他を分紀
している｡さらに手狭になったのか同16年には25間奥へ
曳き屋をして境内を拡大するなど､この時期に神社が急
速に整備されていく様子が見て取れる｡
一方､元禄期以降は長嶋神社の造営 ･維持は､定期的
な営繕修理が主になる｡また､雨乞の ｢かえし｣として
の社殿等の造営 ･修理は元禄13年の長嶋神社鳥居の根継
修理を最後になくなり､代わって雨乞の願済は踊りや狂
言を呼ぶなど､氏子の娯楽行事に変化していく｡
造営 ･維持の費用負担方法も､長嶋神社の宝永2年(1
705)の本殿修理､同3年の石灯篭建立､正徳3年の鳥居
建立(建替)が､玉造三ケ村の負担でおこなわれているが､
宝永4年の石灯篭は紺屋町の悦九兵衛の寄進でおこなわ
れている｡そして､正徳5年の拝殿修理以降は普請関係
の費用を玉造三ケ村で負担した記事は見られなくなる｡
このように第2期では､営繕修理や石灯篭や水屋など
境内の軽微な施設の整備が中心となり､その費用に個人
の寄進が現れ出す｡さらに ｢かえし｣としての営繕修理
がなくなった2年後の元禄15年には ｢氏子中二而すづり
頼母子いたし申候､一人として銀子弐拾七匁かけこて弐
拾弐人御座候｣と頼母子講がおこなわれている｡これは
｢かえし｣に代わる新たな神社維持 ･修理の費用捻出方
法であった可能性もある｡
『年代記式目』の記事は享保16年から宝暦9年(1759)
まで29年間の空白時期がある｡この間の元文3年(1738)
に長嶋神社では本殿を再建しているが､その造営費の調
達システムなどは史料を欠いていて不明である｡
C 第3期の社殿の造営 ･維持管理
第3期になると､雨乞神事は宝暦11年(1762)と13年に､
玉造三ケ村で以前と同様に長嶋神社でおこなわれている
が､その後､明和5年(1768)の大早魅の時には ｢此年
-大ひでりこて候へ共､高木村､笹原村申分有候間､雨
乞も不極｣と長嶋神社ではおこなわれず､高木村だけが
自村の春日神社でおこなっている｡さらに､寛政7年(1
795)には牛頭天王杜においても単独で初めて雨乞がおこ
なわれるようになり､以前のように中世からの玉造三ケ
村という郷村的な結びっさは薄れ､各村々がそれぞれ独
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立していく様子が窺がわれる｡
雨乞の内容も変化が見られ､願掛時の湯釜は1釜程度
と軽微となる一方､社参や参篭が多く見られるようにな
り､安永9年(1780)には30人の篭りがおこなわれた｡ま
た､千問屋振踊りや職がほぼ定式化する｡
願済は普請関係以外では湯釜の他､おどりゃ狂言がお
こなわれ､狂言は八幡森尻から呼んでいた｡それに対し､
寛政4年には-釜を ｢かえし｣ただけで､他は日延べさ
れ､続く寛政6年においても ｢かえし｣が日延べされる
など二両乞の返礼がないがしろにされることが頻発する｡
このような事態は以前にはなかったことであった｡
この時期になると､雨乞と普請との関係を窺がわせる
記事は全くなくなり､長嶋神社の修理は破損､腐朽など
必要にせまられてのもので､新築も見られなくなる｡
また､普請関係の費用負担の点でも変化が見られる｡
先の時代にすでに灯篭などの附属建物などを個人で寄進
する例が現れ出したが､宝暦9年の牛頭天王杜修理では､
東組の小沢七兵衛､西組の女中の寄進によっておこなわ
れている(工事内容は記載がなく不明)｡その他､同社鳥
居においても､京亀屋などからの奉加を中心として残り
を小堤村1軒に4匁4分を負担させておこなうなど､以
前のように村落共同体全体で均等におこなうことはなく
なる｡明和5年の長嶋神社本殿の向拝修理は､長嶋八兵
衛1人が負担をしており､個人の寄進を中心におこなわ
れる例が目立っようになる｡
4.小結
『年代記式目』と棟札を基礎資料として雨乞神事と社
殿などの造営 ･修理の関わりを見てきた｡17世紀中期に
おいては雨乞の ｢かえし｣によって雨乞の中心神社であ
る長嶋神社の造営 ･維持修理が､中世の流れをくむ玉造
三ケ村で費用を均等に負担しておこなわれ､元禄期ころ
までに同社の社頭が雨乞を通して積極的に整備されてい
った様子が見て取れる｡
その後､17世紀末から18世紀初頭になると､｢かえし｣
による社殿の工事も修理が中心になっていくとともに､
附属建物の新築や一部の小修理が､個人の寄進によって
おこなわれる神社造営 ･維持システムが出来上がる｡ま
た､頼母子講などそれまでとは異なる神社経費の費用調
達方法が出現する｡
同時に雨乞神事の形式も整いはじめ､神事自体が芸能
化していき､享保頃には ｢かえし｣として狂言が奉納さ
れ氏子の娯楽となってくる｡
18世紀後期になると､･高木村､大篠原村が単独で雨乞
をおこなうようになり､玉造三ケ村でおこなう長嶋神社
(7)
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を中心とした雨乞神事は崩れはじめる｡雨乞の ｢かえし｣
も度々日延べされ､願済が軽視されていく｡
こうして17世紀中期に見られた中世郷村的な結び付で
営まれてきた雨乞神事を基本とした神社維持管理の体制
は瓦解していく｡
川 矢川神社本殿の施工者決定と地域社会
1.矢川神社の歴史と建物
矢川神社は､滋賀県甲賀郡甲南町森尻に鎮座する延書
式内社で､天平宝字6年(762)に仙川中流の矢川津の地
に鎮座したと伝えられる｡天元2年(979)には円融天皇
の勅願を受けたというが､天正年間(1573-1592)の兵火
によって諸記録を焼失したため詳細は不明である｡祭神
は大巳貴命､矢川枝姫命の二座を祭る｡
当社は古来より ｢甲賀の雨宮｣として著名で､文明4
年(1472)には和州布留郷五十余ケ村の雨乞の立願に喜雨
があったとして､その返礼として現在の楼門(滋賀県指
定有形文化財)が寄進されている｡当社の建物も雨乞に
よって建立されている(注14)｡
氏子は元々仙庄二十ニケ村であったが､承応年中(165
2-55)の柚庄内の話合いで､新宮神社(甲南町新治)九ケ
村(新宮､倉治､竜法師､磯尾､相子､市原､野田､野
尻､虫生野)､日吉神社(水口町三大寺)六ケ村(三大寺､
牛飼､仙中､山上､高山､内貴)そして矢川神社七ケ村
(深川､塩野､杉谷､稗谷､葛木､寺庄､森尻)の3つに
分けられることになった｡
境内には石造の太鼓橋(甲南町指定文化財 江戸時代)
の他､前述の楼門､拝殿そして大型の三間社前室付流造
の本殿などが建ち並び､郡内でも有数の整った境内景観
を有している｡本殿は擬宝珠や扉飾金具の銘などから宝
暦6年(1756)に建立されたことが明らかで､規模は桁行
の柱間寸法が略24尺(7.2m)と三間社としては極めて大
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型の流造であ.る｡
建築的特徴は､滋賀県近世社寺建築調査によれば ｢近
江八幡高木但馬の作で､従って宝暦にしては進んだ様式
が見られる｡湖南地方の特色と高木の作風を兼備した作
で､優美とは言えないが整備された近世らしさをよく備
えた上質の社殿である｣という(注15)0
_3.60Il 24.96 ▲
図6 矢川神社本殿現状平面図 (単位 :尺)
また後述の通り以前は2社あったが､宝暦の建替えの
際に1杜の合殿とし､代わりに規模を大きくしたことが
普請関係文書より判明する｡内部は庇(前室)と身会に分
かれるが､身舎はさらに内陣と内々陣の2重に分け､内
々陣は間口3間であるのに対し､左右2重に分けており合
殿であることが判る(図5､6)｡なお先述の新宮神社､
日吉神社は､ともに現在も同規模の二つの社殿が並んで
建っており､矢川神社の宝暦以前の様子を想起させる｡
2.普請関係文書の概要
矢川神社に伝わる本殿普請関係文書は表3の通りの12
点である｡10点は大工棟梁決定までの騒動を中井家役所
などに訴えた口上書などの資料で､残りの2点は木寄帳
と普請積帳である｡年代は寛延元年(1748)から宝暦3年
(1753)までである｡
3.普請大工決定の経緯
a 建替え前の状況
矢川神社の社殿は宝暦以前には2棟あったようで､
｢大宮｣､｢弐之宮｣と呼ばれていた(寛延元年の木寄帳で
は二宮と呼んでいる)｡規模は向拝付の三間社で桁行1丈
(8)
4尺､梁行1丈2尺で2棟ともほぼ同規模の社殿であった
と思われる(資料A-9)0
神社には旧社殿のものと伝えられる在銘の化粧棟木が
残されている｡断面は4寸2分角､長さ6尺8寸で両木口に
古い仕口はないが､下端には束当りとホゾ穴があり2箇
所に墨書銘がある｡内容は寛喜2年(1230)9月3日の棟上
と建長4年(1252)に造作をおこなった旨を記している｡
部材は確かに中世のものであるが､銘の筆跡が異なり22
年の差のある棟木下端の墨書銘をどのように理解してよ
いか疑問が残る(注16)0
宝暦再建直前の前身本殿はかなり破損していたようで
あるが､このころまで13世紀の社殿があったことは考え
難い｡近在の神社社殿が天正期の兵火後に再建されてい
ることや､社蔵の木鼻古材も中世末期のものと見られる
ことなどから､前身社殿は桃山期の再建社殿であった可
能性が高い (注17)0
いずれにしても､前身社殿は寛延元年(1748)時点には
大破しており､社殿改築は氏子の30年来の悲願であった｡
b 建替えの発議と騒動の発端
そこで､本殿再建のために氏子七ケ村の申合せにより
境内枯木の売却代の利息を造工科として貯め､ 1社分が
まとまったので､同年8月に七ケ村が参会した｡その席
上で矢川寺社僧より､大工棟梁は蒲生郡八幡町の高木但
馬に頼む旨が示され(資料A-4)､翌9月には但馬か ら
｢矢川大明神二宮木寄帳｣が提出された(資料A-1､B-1)0
これに対して同年12月､地元である甲賀郡仙庄組の大
工年寄であった深川村九兵衛は､新城村の大工年寄惣右
衛門と連名で京都中井役所に口上書を提出した(資料A-
2)0
その内容は､今回の棟梁決定の件は全く七ケ村で合意
なく決定されたこと､高木但馬は受領大工で矢川大明神
の ｢位せい(威勢)｣によいということ､矢川神社の修理
は九兵衛が以前から出入場所として細工していること､
庄屋衆と矢川寺は但馬と九兵衛の共同で仕事をするよう
に相談があったことなどを述べている｡これに対して九
兵衛は､往古より東近江五郡では郡毎に仕事をする決ま
りで､5年以前に五郡立会いでその旨を確認 ･連判の上､
京都中井王水まで書付を提出しているので､組一同納得
できないとしている｡この件は8年前の元文 5年(1740)
の ｢為取替謹文之事｣を交わした一件と思われる｡東近
江五郡(栗太､甲賀､野洲､蒲生､神崎)では､｢不屈キ
之義｣があったため ｢此以後他郡へ入込細工仕候儀､堅
仕間鋪候｣と決めており､大工年寄の九兵衛としては職
法を楯に譲れない一線であった｡(注18)
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A 普請関係文書
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西 暦 年 号 月.日 差 出 人 !- 受 取 人 備 考
1 (1748) 寛延(1) 9. 高木但馬 I E(知将 ) 見構内訳書
2 1748 寛延1 12. 甲賀郡大工九兵術年寄漁期栃 i-】;j中井主水御役所
3 1748 寛延1 12. 甲賀郡大工年寄惣代 言-新城村聴右術門 i凍川 九兵衛 大庄屋新柵 つ四郎左衛
4 (1748) 寛延(1) 矢川寺清浄院氏子七ケ村 f1-.i】 (中井主水脚
5 1748 寛延1 12. 矢川寺 -1■ 中井主水御役所 同文の控えが他に2通ある
6 1748 寛延1 12- 矢川寺 I. 中井主水御役所
7 1751 寛延4 9.8 大工年寄九兵衛 i一-■ 中井主水御役所
8 1751 寛延4 9. 杉谷村佐屋 字兵術塩野 庄 甚三郎深川 .新太稗 店 勲相打森尻 次 → 大庄屋新左期肝ヨ同四郎兵術門
9 1752 宝暦.2 1. 匁l侍別当 矧l侍同氏子七ケ柑絶代杉谷村珪屋字兵術柵 伯遺徳左 門甲賀郡山北組大工年寄折城相席弊役 鮒 弓郡山南組大工年寄瀧相模 源三郎 iJ ーl萱1ーt★I …姻 髄 守!⊆iI】一l 中間部分欠損
B見棟関係文事
1 1748 寛延1 9.書 高木他弔 事 甲賀郡対日大的神二宮木寄帳
表3 矢川神社本殿普請関係文書一覧表(矢川神社蔵)
C 中井役所の判断と九兵衛の反論
同年12月4日に中井主水より判断が示された｡それは
神社造営の件は蒲生郡八幡町高木但馬に頼み､大工仲間
の件は組頭と相対して ｢断り料｣で解決すべきという判
断であった｡この様な他組への ｢入り込み細工｣につい
ては､元禄7年(1694)の和泉国某大工組の大工組定書で
は､仕事先の大工組頭へ断わってからおこなうと定めら
れている(注19)｡この点は､近江国の大工組定書では確
認出来ないが､中井家としては至当な判断であった｡
しかし､九兵衛方としては､このようなことが認められ
れば､今後の神社普請は皆但馬になってしまうという危
倶があったにちがいない｡本来､寺社普請をおこなう時
はまず地頭へ断わり､その後に中井役所へ願い出るべき
であるが､今回は地元の森尻村のみが同心しているだけ
で他の六ケ村は同心しておらず､偽りの書付を送ったも
のであるとの口上書を大庄屋に提出している(資料A-3)0
九兵衛側が中井役所に宛てた口上書によると､他郡の
大工を雇うのは七ケ村氏子村役人に至るまで物入りで､
無用であると記している｡また､庄屋から他郡への願出
も未だ出されておらず､地元の同意がない旨を述べて､
矢川神社の普請は九兵衛でなくともせめて甲賀郡組内の
(9)
者にさせてほしいと願い出ている(資料A-2)0
d 矢川寺の反論
一方､矢川寺側は､同じ12月に中井役所宛で出した口
上書で､今回の件は九兵衛が居住している深川村のみが
反対しているだけで､七ケ村の多数が一統のもとに同心
していると､真っ向から反論し､棟梁の件は本山･延暦
寺による判断であることを述べている｡さらに大工選択
を郡切とし他郡の大工が選択できないのは迷惑であると､
職法についても反対の意見を述べている(資料A-5)0
もう-通の口上書では､仕事をするのは甲賀郡内の大
工を使い､棟梁に但馬を据える案を提案している｡矢川
神社には往古より棟梁を務めた大工がいなかったが､こ
の度は丁寧に仕事をする高木但馬に願いたいと､高木但
馬の技量を見込んでの依頼であることを強調している
(資料A-6)0
e 騒動の決着
以後､普請関係の文書では3年の間動きが読取れない
が､寛延4年(1751)4月に高木但馬より ｢矢川大社御普
請積帳｣が提出された(柴料B-2)｡さらに9月には庄屋
内全てが但馬に頼む旨の合意の口上書(資料A-8)を提出
し,また九兵衛もそれに反対の口上書(安料A-7)を出して
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いる｡
｢矢川大社御普請積帳｣は詳細な実施の積算書で､木
材だけではなく足場の材料､金具､桧皮､石工事など他
の全ての明細があり､先の寛延元年の木寄帳が木材だけ
の明細であったのとは対照的で､明らかに工事実施のた
めの内訳明細書である｡ また寛延元年の ｢甲賀郡矢川大
明神二宮木寄帳｣が二宮 1棟分ではぼ旧来の社殿と同じ
規模の再建案であるのに対し､寛延4年の ｢矢川大社御
普請積帳｣は元々あった二社を大きい規模の1棟に合肥
したもので､現在の社殿と一致するものである｡この計
画変更の時期は不明だが､鼓によって神意を確認したこ
とが口上書に記されている｡
甲賀郡大工組では前年の寛延3年(1750)に ｢当春ヨリ
ー郡大工仲間二新規二組を掠､細工場四組二分ケ候｣と
大工を自由に雇うことを制限するために､郡内を四組に
分ける決定をしており､庄屋方と訴訟になっている｡
(注20)
寛延4年の庄屋から大庄屋への口上書(資料A-8)によ
ると､｢然所去年-大工四組互二組越細工二参間敷等と
申､新規成騒動相発り努以時節柄悪敷候｣とあって､新
組の存在を意識している｡そこで､郡切の大工の職法を
遵守して棟梁は新城村の年寄惣右衛門とし､実際の仕事
は高木但馬がおこなうということで決定している｡
翌､宝暦2年(1752)正月には矢川寺､庄屋方および山
北組と山南組の大工年寄が連名で領主の加賀佐渡守へ計
画概要の手続きをおこなっている(資料A-9)｡宝暦 3年
(1753)正月になると､高木但馬は矢川寺と七ケ村庄屋に
一札を入れて請負契約が成立した(資料A-10)｡
現在の本殿は､上棟を記した棟札は確認されていない
が､擬宝珠や多 くの飾金具に3年後の宝暦6年(1756)の
刻銘があり､京都など遠隔地からの多くの寄進者によっ
て本殿は竣工した｡
4.小結
以上のとおり､江戸時代中期における甲賀郡内の総社
の社殿造営にかかる大工棟梁決定のいきさつについて残
されている資料によって紹介した｡
八幡大工の高木は寛文8年(1668)の ｢蒲生郡大工人数
書帳｣で､郡切で仕事をおこない他郡へ出入しない旨の
連署押印をしている(注21)｡しかし､山門の意向により､
他郡の高木が甲賀郡内で積算､施工をすることになった○
それに対し地元の大工が同意しなかったために中井役所
への訴訟沙汰になった｡中井役所の裁定は､施主の希望
を認めて他郡の大工である但馬を棟梁と定め､地元の大
工には金銭 ｢断り料｣で解決するというものであった｡
(10)
摂津国､大和国や堺では都市大工が盛んに農村に出稼ぎ
に出たようで(注22)､｢入り込み細工｣は大工組定書に
明文化されていたが､近江国では郡切で細工すべきとす
る排他的な職法が優先されていたために今回の騒動に発
展してしまった｡
最終的には地元の大工年寄を棟梁に据え､高木但馬が
仕事をする形で決着し､高木但馬は実をとった訳である
が､但馬と九兵衛の技量については大きな差があり､そ
れが今回の騒動の根本問題であったとも言える｡
図8 安楽寺本堂虹梁
図9 慈音寺本堂虹梁
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この時期の九兵衛がおこなった建物は､甲南町葛木の
安楽寺本堂(享保19年･棟札)と同寺庄の慈音寺本堂(延享
5年･寺伝)の2棟が確認できる(注23)｡そのいずれもが
手先方向のない組物(舟肘木ないし､絵様肘木)で､虹梁
架構もおとなしく軒も一軒とする｡特に虹梁絵様は高木
但馬のそれと比較して(図7)､平面的で彫りが浅く､全
体として形式化して弱く感じられ(図8､9)､彫刻類等
もきわめて少ない｡
一方､この時期の高木大工は先代の高木日向(光連)と
この但馬(光親)が特に高木家の盛期の二人とされ､最も
優れた作品を残 している(注24)｡例えば高木日向による
重文桑実寺本堂(蒲生郡安土町)の享保修理(注25)や高木
但馬による重文弘誓寺本堂(神崎郡五個荘町､宝暦12年､
小屋墨書)などが挙げられ､華麗な彫刻や虹梁架構を好
む近世的なデザイン噂好から見ると､その力量の差は歴
然としているといえよう｡
矢川寺は単に受領大工ということで高木但馬を選んだ
のではなく､その技量を見込んで総社の再建という悲願
に相応しい大工を選んだものと思われる｡
lV 結 語
本稿では近世村落における神社造営に関して､近江国
野洲郡長嶋神社と甲賀郡矢川神社の具体的事例を通して
若干の考察をおこなった｡
長嶋神社における雨乞神事と社殿造営については､雨
乞神事の願斎として社殿の造営や維持管理がおこなわれ
たことを紹介し､時代が降り中世郷村から近世村落へ村
々が自立していくとともに雨乞神事が変化し､同時に社
殿の造営や負担方法に変化がみられることを指摘した｡
資料とした 『年代記式目』はまだ江戸時代後期から末
期にかけて読下されていない部分があり､さらに棟札が
70枚以上現存しており､今後の調査によってはぼ近世全
体を通して神社造営の変化の一例をっぶさに明らかに出
来る可能性があり､今後の研究課題としたい｡
雨乞に関する先行研究は､太鼓踊りなど芸能としての
面に注目が集まるが､願済としての社殿の造営や神事に
関わる村落の範囲とその変化について､今後も広く資料
を収集 ･検討する必要があると思われる｡
また矢川神社の事例は､これまで余り紹介されていな
い大工棟梁決定の経緯を示すことが出来た｡神宮寺や地
元の庄屋が他郡から著名な大工を推薦するが､地元の大
工は大工の職法を楯に郡内から選ぶよう迫り､訴訟に発
展した｡中井役所は他郡の大工である高木但馬に決定し､
地元大工に対 しては ｢断り料｣で調整 し､｢入 り込み細
工｣を認める裁定をおこなった｡郡切で仕事を安定的に
3日lg
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確保しようとする大工と､技量の高い大工を選択しよう
とする施主とは､ともすれば騒動に発展する可能性を秘
めており､矢川神社社殿造営の一件は大変象徴的な事件
であったと言える｡
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Summary
ThisisastudyontheconstructionoftheshrinebuildingsbythevilagesinEdoperiod.Oneofthestudies
ison "Nendaiki-shikimku"storedNagashimashrineinYasudistrict,Ohmiprefecture. Itisthedivine
chronicletelingofpraylngforrain.InthefirsttermofEdoperiod,praylngforrainwasperformedbythe
●
GohsonthatwasreglOnalsocietycontinuedsincetheMiddleAges,andtheshrinebuildingswereconstructed
●
inreturn.Butinlater,itwasnotdonebecausethedivineservicewasestablished,asthevilagesbecamein-
dependent.
TheotherisonchoiceofthebuilderforreconstructionofYagawashrineinKokadistrict,Ohmiprefecture.
■
AgalnSttherulesthatbuilderswereprohibitedfromworkinglnOtherdistrict,YagawashrineorderedTakagl
TajimathatwasaProminentbuilderbutlivinginGamohdistrict.Kuheiwhowasalocalbuilderinstituted
●
asuit,andhewasemployedastheonlymasterbuilderprovidedthatheentrustspracticalworkstoTakagl
Tajima.
(12)
